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①三選甫傭最奥地.の川と山

(渓級市天竜区本富町付近、却10年6月、.#録膨}
.銅.・長野県・傍岡県の.涜付近.震知.tーから...手"は震知県量..村富山、天
竃JIIの"，，1:.闘.*.町、写.左.は実竃川の手"と鋪俸ともに長野県実竃材。;t竃111
の封勝にはJR毎回鎗が湿り、一割..の高い山の向とう舗には、遠州{右側}から、信州
{左旬}にか付て事貴重量街道~湿る。

①置泊の困灘

(浜唱量市天竃区水宿町酉泊、 1976隼旧1月、震辺鍋.)
図...チリ、チリ、チリとロ拍子でピンザザラをすりながら舞う.2JU量U観音盆で~

鍾を唱える。いよいよ仏・神の出現である。



③菌漏の回繊 (jj震後市天竃区*-町西浦、叩'76年旧t月、渡辺姐修)
.".奮の釘明を左ダイ{大事量明}に温ぷ.・ー'J.した・の土をすべって*を"す。

④酉浦の因調E
(浜4島市;t竃区*.町田浦、1976"旧1局、.廻..)
夜を・しての賓の・4眠、『しずめ』は、掴いた神々
を送6.という。国をつけて聞を結ぶ.



⑤脅野のおZない

(涙松市北区引佐町寺野、叩74隼、.辺蝿膨}

⑥111名のひょんどり
{浜松市北区弓l色町111名、1974隼、.辺鑓.)
ガランしずめ。

⑥・山のお〈ない

①JII名のひょんどり
(渓唱島市別館:町川名、 1974年、温辺樋.)
稲村の..

(渓4島市実‘区慎山、叩'74年、濠辺掲修)
も、~It~。



⑩IIi居の関所

{湖酉市街屑町Ii層、2oa7年 5 月、.~宇..)

⑫.鉾

{漢書量市西区鎗山智町、筑間年目、・弁縄.)

1⑨斬居宿の旅傭
{湖面市断層町筋居、2叩7隼5月、聾#掴.)
.a関所の商慣にある線箇のひとつ.飽州藩の
御悶宿となっていた.

⑪浜名湖の潮干狩り

{渓絵市西区舞阪町、2伺7年5月、環井掃膨}



⑬遠州大念仏(浜唱島市大績表町、唱舗1~7月、.辺鍋8>

⑮浜伝駅{宥}とアクトタワー{中央}

{渓4島市中区、却14.3月、戸弁困鍋8)
県百の~II市、浜事量市は軍陣・やオートバ
イの町としτ知られて8t:.留民俗限延〈の
アクトシティには、ハー毛ニカをあしらっ

た地上46隔竃ての「アクトタワーJがあ
り、市のランドマークとなっている。

⑭浜事長祭り

{渓.布、 1締2隼5月、.辺鍋修)



@...台集り

(.田市、 1舗O年 10月、.遇措置要}

⑮小国神社国道ぴ

{・t町、 1鈍3年1月、渡辺損膨)
ftかき牛.

⑮見附天神徳集り

{・国市、叩'75年旧8月、漉辺損.)

⑭可隈斎

(錦弥市久館、却11年5月、蕗井樋8)

11代目の住・・仙.事事鴎和尚U、渓...主で
あった徳川副健康と.ltft圃僚に1>り、..の"で
・てもよいと冨われたため、寺院名を可睡斎とし

た。江戸崎代、可・査院厳河・遣江-河・伊豆

(-o)の僧.司となり、1IJ25(胞の・濁宗寺院

を'帽した.火伏の神である歌寓鯵本殿三尺坊大

循環のiliJとして也知られる。



--@山.地蔵山本宮山遥揮所侠餐集 〆

(.町天宮、 1銅@年5月11目、麗#楓.)

⑮山錦地蔵山本宮山遁揮所供信者陣

十九
9巳 F

(事町天宮、 1姻@年5月刊目、贋非撮影}
山'山{温棒、地・山}館、本富山{遠江ー官・小国神祉の奥
官)在意に臨む丘陵の甫帽に位置す畠.t::の山tI開JIきれ暑に畠
t.句て、平..8年(1鈎申}広"・闘査がおとなDn止。その舗果、
..の先屈には'世起の古慣が存在するZとが分かり、 E上に拡江
戸時代の.iI!温.tI・.寄れτいkt::とが判明した。江戸鴫干~".
a温調としては、「大目!嗣来』と嗣まれ止延室E年制174)建立の
石埼がまっ大壇k、その宵.に坦it?τい止濁出場(*鴎石)tlJI 
見事れ止.山の開宛10にほ石幡の"で、江戸時代以簡のHfll元
す轟惨で輔1fA'合聞の候..tIお己主われ止。 Zの旭婦の霊山で嘩畠
本富山il'6柿寄掴いτ..1，、「神仏.舎の.1・s・~J としてお
こ~?t.. 保嘗.に，列し止の肱‘地元町支宮神祉の官旬、着."
住臥万鎗憶住.、地元・天宮の住民量どで畠ヲ止.天宮神祉民伝
.される+ニ鹿舞畿の程見舞色畢舗書れた.その・、山は聞"書n
た止め、大櫨と女陥石砿天宮神祉臆肉に移きれ止。

⑧山郷旭鷲山本宮山遺揮所侠隻祭

(.町天宮、 1伺6年5月11園、・井掴.)

J 

@山領地蔵山本宮山遥揮所供援策

(事町天宮、 1舗S年5月11園、環井掃膨)



@鎌川大祭りの'}I:.獅子{婚州市大須賀町、柑'78年叩月、.辺鍋・J)

⑧清明縁

{絹111市大須賀町、2011.5月、.，事a・8)
この亀にやってきた安倍潟明降、村人の

要鴎により、2・2直防止のために、小豆色の
小石を積み土げて街衡した。とれ以後、之

の特にほ簿.の敏.1:な〈なったという。

村人倍潟明をたたえて潟明忽を罷った。ま

た、清明.に・ると-にかからないとい

い、 11病予防のために禽い石を1個備り、
お札のときに1:2個返す。返した石がど
んな色で也aぃ色に変わるという。

⑮三嶋野神社大集

{鎌nr市大須賀町、1卿7年4局、 11温調膨}
『神子抱奮』、『子痩けの神寧』と噂ぷ。

ご縛体の化.r~ねんfa~a.Jを抱<.



⑩彊明堂

(御前崎市御前崎、2013年2月、蕗井蝿影)
御前崎沖は難所であったため、寛永12

年 (1635)に幕府によって燈明霊が飯置

された。建物が強風で飛ばないよう、床下

には石が詰められた。火の番は、村人が毎

晩2人ずつ安代でおとなった。明治初年

にカンテラ灯台になるまでこの燈明堂が使

われた。現在の建物は復元されたもの。

⑫桜ヶ池のおひっ納め

(御前崎市佐倉、1999年9月、渡辺撮影)
皇円は、修行の末、弥勅書蔭に会うことを

発願し、事応元年 (1169)に桜ヶ池に入定

した。のちに、皇円の高弟の法然が犠ヶ池を

訪れ、師の安泰と玉殻豊穣を祈り、赤飯を納

めたお植を池宮神社にひとつ、桜ヶ池にひと

つ納めた。以後、規鷲などが受け継いで、現

在もおとなわれている。

⑩御前崎海岸でのワカメ採り

(御前崎市御前崎、1999年2月、藤井撮影)
御前崎ではワカメを採ってから、海岸の

砂をつけて干し、砂を涜い落として食べ

る。



@絹壕

(御筒崎市御前崎、 1伺@隼2月、・井鍋膨}

⑧大司慢の収種

{御前崎市御前崎、却13年 2 月、聾井縄・~)
御前崎It切り干し大穫の生直11，・んで~る。

⑪ねずみ縁

{御前崎市御前崎、情闘年2局、・#..)
・の住.炉11されτい毒事コをJ!つけ、・へ1It1."った.10.ほど
のち、般の僧備が泊まったと曹、号の牟ヨと慣のネコ11.・個にぼけ
ていた大量な牟ズミを退治した。息絶えた皐コを闘ったのが~コ思で
&番。同じ〈息絶えたネズミ量、村人U潟へ鎗てようとしたが週べな
かったため、村人は檎ττ，った.その4島、改心したネズミ脇、海上
安全tAJ・をt'J.したため、淘の守り縛としτ手厚<i!った.

@..事事
{御前崎市御前崎、却13~3 月、 B井..)
鳳が強い御前・では、..置を取り囲む...

11.遣している。マキ11多いが、号チ、シイ、
イマメ{ウパメガシ}などもある.".:舗で.

ftちがいい植・114・えられでいる.



@子うまれ石

{貌之原市商事E問、却11 年 4 月、.~宇繍.)
大奥脅の4主.が往生した直後民、.山から丸い

石tf~*れ幽るという.との丸い石は、住鳴の菖
石にt!われる.

@徳山の盆踊り

011.本町、1銅2~8月、.辺鍋.)
aん"。

@滋賀・の御船神事

{披之原市滋賀'、 1975年9月、窓辺縄.)

⑨大葬川

{敏之原市、加11年4月、鷹井撮.)



@r権主わらじJ(復元}
(島田市、 2014年3月、戸井田損膨}

大#JI[の川.人足11置いた帯別なわらじ。鰻に

ひもを通すっ〈りになっており、湯河中に足の事

に小石11入つでも白書Eに石11取れるし〈みになっ

てい~。

⑨島田大鏑

(島田市、 1曲。年10月、.辺損膨)

F⑧島固有大井川nr.遺跡
(島田市、却14年3月、戸井田掴膨)
『箱根八且は毘でも超すが思すに起きれぬ大

井JIIJと政われた温簿集落。大井川は腹府111の外
担とされて銅捕が禁じられたため、大名・摩民を

岡わず属や人足に姐がれて!I河しなければなかっ

た。遺跡には人足が醤めJIとしていた「番宿」な
どが復元されている。

⑩大高欄盤台

(島田市、 2014年3月、戸井因調影}
"台<.台、週台}健、江戸時代、人をのせて

nrを.~のに周いた遭鳳。写真隠『大高調』とよ
ばれる管台で、大名などを傭のままのせ、 4本の

掴電『梅f:+敵人がかりで担いだもの。島田市指定

の文化財となっτいる。



⑩『⑥瓦j波温隆之氏と大橋膏月鬼瓦下総

(.根市平島、却13年 11月、網措置番}
r.瓦J..蘭膚には、『司J金左衛門前膚
で鬼聞としτ名を・せた大舗・月間違の資料
が.<保管されていた。これらは潟水瓦のE

E起を.<うえで貧量な資純である.

..タワー
{鍵海市右湖、 2013年8月、・S害損.)

@滝沢の国道ぴ

(.扱市沼沢、 1975隼2月、漉辺損.)

@銭湯治，.

(嬢湾市、加14年3月、戸持因調膨}
焼却・ill:日本有般の治港であり、かつお・まぐ
ろの..高は企園ー.I目1・とIi港があり、写真隊
大型魚錨"..する断書畠で、主にかつお・まぐる

が*・げされる。

， 



⑩丸子宿の丁子屋

(静岡市臨河区丸子、却14年3月、戸井田撮影)
東海道丸子宿(鞠子宿)は江戸から数え

て20香自の宿場で、宇津ノ谷峠を控えた
丸子川沿いにある。芭蕉の句に「梅若葉

丸子の宿の とろろ汁」があるが、写真の

丁子置は今に続くとろろ汁屋である。

⑩荒祭

(焼津市、 1984年8月、渡辺損影)

@宇津ノ谷集落

(静岡市駿河区、2014年3月、戸井田撮影)
宇津ノ谷の峠道がいよいよ険しくなるあ

たり、古い町並みが今に残る。江戸時代

には鍵所の一つだったが、現在では国道1

号の宇津ノ谷トンネルであっという聞に峠

を通過する。



@膿府tII歯止の..・
{静岡市蓑区、却14年3月、戸葬困損膨)
.府.1115f副5年、徳川a健康によョて績かれた

名様。 1~担5 年に鰻!II:したが、 1製均年、.~・tF復
元された。.・は現在、..繊公園となってい

る。

@静岡県立大拳

{静岡市陸河区、2014年3月、戸井田鍋.)
..のx・.区におる公立大事。 1日i僻岡a臨調

大、"同女子大~どが鏡台し、 1鈎7年に関学し
た。写高中央の.・に11、富士山と羽ばた〈若島
tFシンボライズ害れた.1置があしらわれている。

⑩畳畠遺.

{静岡市瞭河区霊呂、却14隼3月、戸井田損.)
徳生時代の集落・*回....二次世界文・

申、軍帽.r._・の建鰻に惇って宛見され、 1舗2年、

圃の椅測史跡に舗定された。手前の本聞は量E・.
.棄した4与のだが、実際には勉下およそ1mの
還さに6d.

@静聞県庁

{静岡市実区、却14年3局、戸井田揖膨}
E聞は..のシンボル静岡県庁の旧庁・、右11
高周のIf庁・。・府.1止に爾複し、静岡市役所も
すぐ鵬にあるという今普の官庁舗で;1る。



そ
Iま 元

@久能山東鳳宮(Jヒ}とその門前{静岡市臆河区、却14隼3月、戸井田損膨}
・111..を思った・初の神社。.のーの鳥居からは1159鹿の石康があり、つづら祈
りの忽勾E:fJI'つづ〈。絢..・な桂廠U、2010年、国宝に指定された。

@草彊神社揮屍

{静岡市清水区草慮、初14年3月、戸井田.5)
「草BJの地名は、日本震.が束事Eの街、
敵の.・によって野*に包まれたが、実.

.剣{草.剣}で周囲の草をなぎ倒し、延

焼を〈い止めて九死にー生を得たという敏

事に因む。固の三'置の神器のーつであ6こ
の剣は、当社に麗られた夜、織田神宮に'

Eされたと伝えられている.

@石垣いちどの観光康圃

(静岡市麗河区、2014隼3月、戸井田蝿形}
久首富山の山量一帯は『石垣いちご」の暢

塵婚として知られる。甫向きの斜面に石垣

を組み、聞先応対しτ直角に掴をつ〈って
歳培す6。かつて1:.婚ものだったが、現

在ではピ':'-}".J8が行われτい否。

込 II ~
定 存.持



@三傷後原

{静岡市清水区、 2014年3月、戸井田縄膨}
その鍵しさから『日本車両三・H日本三大録原jのーっとされ、圃9・J!の名・となっTいる。
『富士山一信仰の対.と養衝の.aJの一・としてユ牟ス:::1.界文化遺』置にも霊・されている.

@鍵保の事監原から富士山を望む

{静岡市清水区、却11.1月、麗弁鍋E惨}

⑮清水港

c.岡市清水区、卸11 年 1 月、.~事鍋8)



@清見寺山門大様

{静岡市清水区奥湾、2013年11月、鋼掃膨}
山門の屋根に膏かれた軒種瓦をみると、ほとん

どが清水瓦で.るととがわかる。

@嫡原宿盲国家住宅と旧東海道

{静岡市清水区嫡庫、2013年刊月、綱損膨}

@清見寺全景

(静岡市清水区奥津、2013隼11月、鋼蝿形}
手闘が山門で、.方に*-をはじめとする量・

の..がみえ畠。*盆の解体修理で「・州大谷村

瓦」と配されたヘラ・..瓦lJf先見された。

~ Cß由比宿 『小池IBJ 全景
(静岡市清水区由比、2013年刊月、調織量的



@富士山本宮浅聞大社

{富士宮市、 2014年3月、戸弊固撮.>
富士山を・4申体とする神社であり、山頂に奥宮
を色つ.8合目以上の約袋路万m21:社地となっ
ていd.全国1300の浅間神社の総本社で.り、
「富士山一個仰の対象と芸術の濁_Jの-.とし
てユネスコ世碑文化過11にも霊銀事れている。

@お官繍T
{富士宮市、却14.3月、戸井田->
沼岡大社前におる屋外s・街。富士宮の名庫晶
を宛り、~・の『富士宮やきそば'J ~出す唐6.
d. r富士宮やきそば'J1:、いわゆるB.グルメ
の.分"として知られ、 rB1グランプリ」におい
て鏑1園、 .2固と適..111に輝いた。

01名高温富士川SAより富士川と富士市中心Sを望む
(富士市、 2飢渇隼12月、.井担感)

@富士混同神社舞厩に婦された節俣の菖殖と蓬

{富士宮市、加12年5月、鷹井撮彰)



⑩白糸の潟

(富士宮市、却14年3月、戸非回楓膨)
名水百遺伝遺ばれた園の名'、天然E怠物.
『富士山一信仰の対象と芸術の..Jのー薗とし
てユネスヨ世界文化遺産にも霊'置されている。

⑮人穴

(富士宮市人穴、却12年5月、鹿弁撮8)

l@湯玉池
(~富士宮市、却12年 5 月、麗井掴膨)

⑩人穴浅間神祉

(富士宮市人穴、却12年5月、環井掃膨}
祭神は木花咲耶揚命、軍..康、書原{長谷II[)

角行。量仁2年 (1202)に、...fF人穴を.
検させたと『吾妻・』に・かれている.その・、

天正10:年 (1掲2)、..角行が人穴で..を積

み、悟りを聞いたことで、富士・障の霊地となっ

た。富士聞の佃看肱、富士霊揮の前後に訪れ6遺
礼地であった。明治時代に社E置を.立.昭和何
年 (1例.2)には陸軍により、集落とともに社.

は強制穆伝書せられたが、昭和29年 (1954)に

再11地域の氏神として社殿fF.竃立される。



⑫貴船神社

{清水町伏見、 2008年12月、.持縄.)
濁水携のif<の高台に1(・の貴a白神社から分量
し、 2棋の神U!る。との旭は、鴫園時代に北条氏

"遭った...の百の丸に"tとる.

⑮建沼JIIの nまたるの里J
{三島市、初14年3月、戸井困樋最善}
濁水の町.E'ーには、三島原からほど近いとこ
るに，.の住む調uーがある.竃濁川はそのーっ。

⑮締田川濁*騨

{清水町伏見、気胸隼12月、.井蝿膨}
輔回JII!t富士山に降った爾や・漕，t*"濁書
出してで曾1;111.大小約70f1>，野の渇き聞から濁
幽する水量は1日約1叩万トン.現在、清水町、

酒簿布、三島市、面衝町、民潟市の.斜*として

利用されていd...!t温'住広..事事に固ま
れ、..・の宝.になっている。

⑮綿悶111
(三島市、加14年3月、戸持因調膨}
綿図1IIi11水"の豊富な耳naめて.れる清潔.
三島市に!t富士山の伏.水"濁幽する泊点"点在

しており、書しずめr*のIIJのaーがある.柿田
1lI!t聞の天豊富包念・0



⑮畿圏'圃
{三島市、 2014年3月、戸持田撮膨)

明治..で清.した小級官.仁・a互の;cJJJ.0現在It三島市の自然公園として開銀されてい
る。写寓は小銭3・.しに凝舟舗を望むもので、冨
角"It前のこの時期It~・*-にあたり*は少ない。

⑮2・・・・北縁取子像
(伊豆の園市鰹ヶ小島、却13.9月、胡.沢..)

⑮三嶋大社

(豆島市、却14隼3月、戸井田掴膨)
三島市衡の一角にあり、伊豆園一宮で1>る。写
真の本・は.a元年 (1脱出S)の建立で、圃の盛
要文itltl;:指定書れている。

@稽の富士山

{三島市、加14年3月、戸弁回撮彰)
'帳簿聞肉で見かげたnのモニュメント。『三島
に隠富士山がよ〈似合う』。



⑮伝掘越公方御所跡

{伊豆の田市北袋、却13隼9月、胡犠沢掴膨}

⑩草山反射炉

(伊豆の国市草山、却13年9月、胡鳴沢撮彰}

0*立寺境内の江m.菖地

-・・・・ー
『圃哩B・』

⑩本立・境内の江JI[太郎左衛門英掴像(草山反射炉篇遺書}

{伊豆の園市韮山、却13年9月、胡梅沢蝿膨)

{伊豆の園市草山、却13年9月、胡犠沢掴膨}



@沼2・・1118飽念公園の沼海竃{沼海市下書貫島.、却13年8月、麗持樋野)
沼海周辺のIIの淘鳳~防ぐために周いられてきた掴唱1. 岡沼海御用8で多〈使われたた
め、広o自られるようになった。ー..1tと呼ばれる・い相置竹.+・*.taて、.ft.にし
ている。

@土Eの浜
(伊豆市土居、2似渇年12月、.#.o)
左手に、江戸時代および明治から昭和に

かけてa・された土肥倉山tfa~.

@三簿の港

{沼海市三湾、却13年8月、蔵弁撮影}
昭和7隼 (1932)1月から5月まで、

.沢敏三~三鎗で僻賓のため滞在した.そ

の陽、・査した首lt・俗、のちに I豆州肉
調・11民貸別』として宛刊され~.



⑥訟崎旧省事時半綬校舎

(松崎町糧科、却13年10月、鋼繍膨)

@岡器科司陸後『司祭J押印軒a瓦
(.崎町省斜、 2013年叩月、綱領.)

.UI:I:の平x..土a・に「司書量』の押印がみ
られる.

@事民崎選.

(~島崎町、却13 隼 11 月、鋼楓髭}

@旧IfM司降綾授舎玄関ポーチのE・と瓦..
(.崎町省料、却13年10月、網損.)



!Or.の-J金鋸
{縁崎町松崎、却13年11月、網揚彰)
後崎町主舗の「なまと霊の土蔵つ〈りプロジz
クト寧割引によって建造されたなまと盛土薦。多

〈の左官峨人や油元のボランティアが・加し、 e
1;:.の後衛伝.だけでな〈慣発事象として也大8fl....げた。

⑮長磁石の石垣

⑩『伊豆文邸』金・
(~島崎町峰崎、却13隼刊月、鋼栂膨}
唱量崎町を代表するなまと..進魯のひとつ。明

治43年に建てられた奥恩薗の.魯で、・全体に

'歯されたなまこ.が美しい。

{松崎町岩地、却叩年8月、・弁損.)

@石.の・園

丈夫で銅エがしやす〈佳いため、..の石垣司p

11々畑の石垣にt!われた。省治の..で.石事れ
たために畏・石と.，ばれ6.

{経由・町石館、却13年8局、 a弁損傷)
a高120-2駒 nの・聞に4.211園、約370t

の'"回11，広がってい~.文政年聞の山賀・.のとき

に踊・いその.20年にわたって復闘した。昭
和初年代には、約1000枚、 t側、.あったが、社
会の変化にともなって繍"..11遭み、ほとんど
が原野化した.平成12年個別}、地.の宝と
して・聞の復活に取り組んだ舗娘、4.2haが*固
としてよみがえった.



@石康崎から伊E繍島を望む
{宵伊豆町右廊崎、却伺年12月、蕗#損lO)
釘台の向Zうに見える横長の島U新島。

@小稲のとら舞

@石廊崎権現

(甫伊亘町石廊崎、2008年12月、・弁蝿量華}

⑩石廊崎から伊豆諸島を望む

(問伊豆町石康崎、忽鵬年12月、贋井織量的
左から、利島、車青島、式根島、神湯島が見えて

い~.

(南伊豆町、 1972隼9月、震辺担膨)



⑩下回市街違貴(下田市、却13年刊局、網提膨)

⑩『旧松本旅鏑I全最
(下田市原町、却13年11月、網栂.)
.束から明治初めに・.されたなまZ壁.造

物。明治2B年の鋼属.tJC'B6。

⑩下回港に水錫げされたキンメダイ

{下田市、 2008年12月、麗井蝿.)

⑩下回漕

(下田市、 2008年12月、.井掃彰)

¥ぐ::



@下田市自渓から伊E大島を望む(下回市白浜、気胸隼12月、.弁掴・J)

⑩iJII衰の万灯
{伊東市川育、 2001年10月、窓辺鍋膨}

⑩潟薦轡のイルカ供量E培
(伊東市JII積、 1998年6局、鷹井揚.)
JII・Fではイルカのi且込み2・1F盛んであった。骨院.矯
隊、咽和52年 (1977)に住"の息子炉.てた。



⑩新井神社大織り

{伊東市覇持、 2001隼1月、.辺姐.)

⑩覇弁神社大集り(伊東市街井、却例年1月、漉辺調1lJ)



⑩盆割

⑩音無神社のタブの木

{伊東市音鏡町、 19銅隼6月、・3宇担.)
・地盤の常徳高木。申R以甫に自生する。

⑮音銀神社

{伊東市音鍍町、 1998年e月、蕗井楓膨)
鏡神の量玉鋸命の出産にちなみ、安産を.fiる凪.1Jf66。費量
事に出産した場合路、1;の穣けた柄拘を供える。なお、音績の

.で..-と北魚敬子は違量聞を重ねた。

⑩道祖神

(伊東市新井、却叩年8月、 B非損.)

{伊東市厨井、却13隼8月、聾井抱膨}



⑩字佐美海岸から留固漁港を望む

(伊東市宇佐美、2013年9月、胡桃沢撮影)

⑪関東大震災の津波石碑

(伊東市川奈、 1998年6月、藤井撮影)

⑩伊亘東浦路ー里塚の松

(伊東市宇佐美、2013年9月、胡穣沢鑓ta)



⑩アジを干す

(熱海市網代、2013年9月、胡桃沢撮影)

⑪来宮神社の大楠

(熱海市西山町、2∞7年8月、藤井撮影)
事永年問、然海で大綱事件が発生、その訴

i'll費用を総出するため5本の大摘が切られ

た。現在残っている楠を切ろうとしたとこ

ろ、白髪の老人が現れたため、村人は恐れを

なして摘を切ることを中止した。この木はE昆

在も神木として残っている。

⑮伊亘山神社

{熱海市伊豆山、2∞7年8月、藤井縄彫)



② ① 

③ ④ 

⑥ ⑤ 

ヨ提訴

①添訟鳳上げ

{浜事島市、 1嶋倉年5月、漉辺縄膨)

②ヨE姻
{敏之原市、却刊年4月、麗井鍋.)

③蕗a阪の回途ぴ
(鍵湾市大井川町、 1回6隼3月、.辺..)

⑥富士JII・~~・f:.る厳併銀から富士山f:.C

{傍岡嶋富士市、却叩童手3月、戸弁園縄修}

⑤「縄息J鈴木息富豪住宅金.
CIT岡県下田市須崎町、却13年11月、綱領膨}
⑥獅井神社大調書り

(伊東市厳棒、 2001年1月、.週鑓膨}





表
紙
・
口
絵
写
真

静
岡
県
の
民
俗
・
・
・
・
...... .
 

固

次

静
岡
県
の
民
俗

大
井
川
疏
域
民
俗
語
最

伊
豆
の
水
陸
連
携
魚
輸
送

東
海
地
方
の
な
か
の
静
岡
県

伊
豆
の
な
ま
と
壁
建
造
物
群
と
清
水
瓦

静
岡
県
の
ウ
ミ
ガ
メ
の
民
俗

ー
御
前
崎
市
・
伊
東
市
に
お
け
る
一
五
・
六
年
前
の
調
査
を
ふ
ま
え
て
|

渡藤網戸胡
井桃
田沢

野胡
桃
沢

戸
井
田

網藤

辺井本井

良弘伸克勘寛勘克伸弘

正章也己司司

51 

己

69 

也

109 

章

141 



近
現
代
に
お
け
る
地
域
交
通
の
展
開

ー
古
海
高
野
線
の
存
続
と
河
内
長
野
を
関
わ
ら
せ
て

書
評
と
紹
介

困
畑
久
夫
著
『
烏
居
龍
臓
の
み
た
日
本

ー
日
本
民
族
・
文
化
の
源
流
を
求
め
て
|
』

岩
本
由
輝
編
『
歴
史
と
し
て
の
東
日
本
大
震
災

口
碑
伝
承
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
な
か
れ
』

野
本
寛
一
・
三
国
信
一
著
『
人
と
樹
木
の
民
俗
世
界
ー

l
呪
用
と
実
用
へ
の
視
覚
|
|
』

近
畿
大
学
構
内
遺
跡
学
術
調
査
の
紹
介
(
一
)

付

録民
俗
学
研
究
所
第
二
五
回
公
開
欝
漬
会

座
談
か
ら
見
る
柳
田
国
男
(
要
旨
)

執
筆
者
紹
介

投
稿
規
程

井戸
井
田

岩土ロ藤鶴

田間野田見

泰克剛な
つ
こ

義太

人

281 

己

319 

城

325 333 

成

339 

良区

343 350347 



静
岡
県
の
民
俗



書
評
と
紹
介



民俗文化第26号

編集・発行者

平成26年7月31日印刷

平成26年7月31日発行

近畿大学民俗学研究所

干577-8502
東大阪市小若紅3丁目4番1号

電話 (06)6721-2332 

印刷所 近畿大学管理部用度課



近畿大学
KINKI UNIVERSITY 




